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研究成果の概要（和文）：福井県若狭町の高齢者を対象に年1回のサルコペニア検診を実施し、対象者の救急搬
送件数、入院者を比較した（登録624例）。十分な記録を有する539名（年齢76.9±8.0歳、女性73％）ではサル
コペニア（S群）は7％、プレサルコペニア（PS群）は13％、ダイナペニア（D群）は12％を占めた。入院者はD群
が健常群(N群）に対し有意な増加を認めた（p<0.05）。筋肉の質の指標である位相差はS群、D群がPS群、N群と
比較して有意に拡大した（p<0.05）。救急車利用者は2022年が1.9％で、2021年の3.5％より大きく減少したが、
入院者は2022年が9.3％、2021年は9.7％で変化はなかった。

研究成果の概要（英文）：Annual sarcopenia screening was conducted among the elderly in Wakasa Town, 
Fukui Prefecture, and the number of emergency cases and hospitalizations among the subjects were 
compared (624 in total). In the 539 initial cases (age 76.9±8.0 years, 73% female), sarcopenia 
(group S) accounted for 7%, presarcopenia (group PS) for 13%, and dynapenia (group D) for 12%. 
Hospital admissions showed a significant increase in the D group versus the healthy group (group N) 
(p<0.05). Phase differences, a measure of muscle quality, were significantly greater in the S and D 
groups compared to the PS and N groups (p<0.05).Ambulance users were 1.9% in 2022, a significant 
decrease from 3.5% in 2021, while hospitalizations were 9.3% in 2022 and 9.7% in 2021, with no 
significant change.

研究分野： preventive medicine
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は人口減少地域における高齢者のサルコペニア、プレサルコペニア、ダイナペニアの有病率を明らかにし
た。このうちサルコペニア単独では救急搬送件数や入院者数に影響を与えないことが示唆された。新たな概念で
あるダイナペニアは高齢者の入院に影響を与える可能性が高く、対策の立案が求められる。ダイナペニアが地域
に与える影響を論じた研究は少なく、貴重な報告と言える。なお位相角はサルコペニアやダイナペニアの診断を
補完する新たな指標となる可能性が高い。
なお、サルコペニア検診により高齢者の救急搬送は減少した可能性があり、地域の公民館レベルでの保健介入は
新たなポピュレーションアプローチにつながることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

加齢性筋肉減弱症（サルコペニア）は癌や心不全などあらゆる疾患に併発し、治療成績の悪

化や入院・再入院を促す因子として注目されている。サルコペニアは新たな検診対象として注

目されており、入院や再入院をコントロールする新たな因子とも位置付けられている。医療撤

退が見込まれる地域にとって、入院減少策は喫緊の課題である。本研究では人口減少に陥った

地域である福井県三方上中郡若狭町において高齢者を対象としたサルコペニア検診を実施し、

対象者の緊急入院や救急搬送件数を比較することで、サルコペニアが高齢者の急性疾患の発症

に与える影響を明らかにする。 

 
２．研究の目的 

本研究はサルコペニアが人口減少地域の高齢者の救急搬送件数や緊急入院件数に及ぼす影響を

明らかにすることにより、サルコペニアを対象とした検診や予防活動の活発化を促し、医療資

源が減少した地域の救急医療や入院診療に対する新たな支援方法の創出に繋げる。特に栄養評

価項目に着目することで、新たな予防介入への糸口を模索する。 

 
３．研究の方法 

人口減少地域である福井県三方上中郡若狭町の協力を得て、町内の高齢者500人を対象に2年

間、年1回のペースでサルコペニア検診を実施し、同時に対象者の2年間の緊急入院件数と救急

搬送件数を調査した。サルコペニアの診断は生体電気インピーダンス法（Bioelectrical 

impedance analysis：BIA法）を用いた体組成計と体力測定を行い、Asia working group of 

sarcopenia(AWGS)基準を用いた。ダイナペニアは、SMIは保たれているものの筋力低下を認める

症例と定義した1,2)。またBIA法による体組成の計測から筋量、脂肪量、骨量、骨格筋指数

（skeletal muscle index: SMI）、Total Fat Index（TFI）、Limb Fat Index（LFI）とともに

位相角（Phase angle）3)、脚点4）など筋肉の質に関わる指標も抽出した。 

〔用語説明〕 

 Skeletal Muscle Index ＝四肢筋肉量/身長（m）2 

 Limb Fat Index（LFI）＝四肢脂肪量/身長（m）2 〔独自基準〕 

位相角：微弱な電流を筋細胞へ通した際に生じる位相のズレ。筋密度が高いと拡大する。 

脚点：脚部筋肉量点数。体重に占める脚の筋肉量を点数化したもの。 

 
４．研究成果 
(1) 救急車利用者と入院例の比較 

初回例 539 名（年齢 76.9±8.0 歳、女性 73％）ではサルコペニア（S群）は 7％、プレサルコ

ペニア（PS群）は 13％、ダイナペニア（D群）は 12％を占めた（表 1）。入院者は D群が健常群

(N 群）に対し有意な増加を認めた（p<0.05）。筋肉の質の指標である位相差は S群、D群が PS群、

N群と比較して有意に拡大した（p<0.05）。救急車利用者は 2022 年が 1.9％で、2021 年の 3.5％

より大きく減少したが、入院者は 2022 年が 9.3％、2021 年は 9.7％で大きな変化はなかった。

ダイナペニアの入院リスクについては、改めて疾患別に評価を進める必要がある。 

 

  



表１．被検者背景 

 
 
 
(2) 体脂肪量の比較 
 初回例（624 例）の体組成計測定値より脂肪量を抽出したところ、LFI は PS 群（108 例）で N
群（474 例）と比較し有意に減少するものの（2.9±1.0 vs 2.1±0.8）、S群（42例）では PS 群
と比較して有意に増加した（2.3±0.9 vs 2.1±0.8）（表 2）。体脂肪量の指標は筋肉の質の変化
を捉える指標となる可能性がある。 
 
表２．N群 vs PS 群、PS群 vs S 群 二項ロジスティック解析 

 
 
 
(3) 位相差、脚点の比較 
 初回例（565 例、男性 175 例、女性 390 例、年齢 77.3±7.4 歳）の体組成計測定値より位相差
と脚点を抽出したところ、位相差（両足）は S 群が N 群、PS 群と比較して有意に狭くなってい
た（表 3）。また脚点も S群が N群、PS 群と比較して有意に低値となっていた。位相差とサルコ
ペニアの有無を ROC 解析で検討すると、曲線下面積（AUC）は男性、cut off 値-4.0°で 0.84、
感度 77％、特異度 78％、女性、cut off 値-3.4°で 0.86、感度 86％、特異度 79％であった（図
1）。位相差は筋肉の質の変化を捉える指標となると共に、サルコペニア診断の新たな指標となる
可能性がある。また脚点とサルコペニアでは AUC0.791 で cut off 値を 82.0 とした場合、感度
72％、特異度 76％であった（図 2）。 
 
 
 
 
 

  



表３．3群における筋肉の質の指標 

 
 
図１．サルコペニアと位相差（ROC 解析）

 
 
 

  



図２．サルコペニアと脚点（ROC 解析） 
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